
g正ニュース
+わが国初の｢自動化冷凍倉庫+開発･受注

艶島建設株式会社と口立製作所は.昭和45年12月からプロジェ

クト･チームをつくり,｢K･H日動化冷凍倉庫+の共同開発をして

きたが,このほど,わが国で初めてそのシステムを完凪 中央冷凍

株式会社から｢自動化冷凍倉蹄_+建設を受注した｡

｢自動化倉持+は守†力化,流通合理化などの両から脚光そご浴び,こ

こ数年の間に急激な勢いで産業界に取り入れられている｡これを業

界実績でみると,昭和42年(30位円),同43年(50忙[t+),同44

年(100陪円),同45年(2釦陪円)となっており,昭和50年には

2,000佑lljが見込まれている｡

これに伴い｢冷凍倉席+業界でもコールドチェーソの普及発達や

冷凍食l拝lの多品種化,荷役労脚力の不足などから合至上!化が迫られ,

増大する入出庫情報のコンピュータ処理,〔助荷役設･術の導入が望

まれていた｡

しかし｢冷凍倉睡+は庫内が棒低況のた捏),①柿造物の低温ぜい

性,⑦断熱性,③低温における配線や制御装茫亡の信相性,④大空

間を形成する庫内温度を均一にすることなど,いろいろな問題があ

った｡さらに,一般自動化倉庫と異なって,断熱の必要性からラッ

クと構造躯体(くたい)の関係や建家形状と荷役設(帆 冷抑設備の配

置の関係などが校祁で制約が大きいことなど,建築と機械からコン

ピュータに至る幅広い総合技術の結集が必要とされていた｡

艶J詰建設株式会社と[l立製作所,両者の協力により完成した｢K･

H自動化冷凍倉庫+ほ鹿島建設株式会社の建築技術と,機械･冷凍･

情報処理など日立隼豊作所の技術が融合し･,純国荏技術で開発したト

ータルシステムであり,建物と機械がパッケージさjtた形で完成し

たところに大きな特長がある｡

E･Ⅲ自動化冷凍倉庫システム

この｢K･H自動化冷凍倉蹄+システムi･よ,コンピュータ制御に

よる完全自動システムなので,品物の｢【1し入れ,在任管兜などはす

べて磯城が行ない,府内荷役は完全な無人化を因っている｡また,

樺内温妊ほ-30℃以1∵に設計してあり,これが建設された場合に

i･ま,わが国初めてのF級(SA緋)｢自動化冷風針串+になる｡

(荘)F放とほ-20℃以下という冷凍ノ針車の冷凍基準で最高の

ものである｡

経済性および特長

｢K･H自動化冷凍倉庫+は,同貯蔵量の｢冷凍倉取1と比較する

と,自動化のためのラック,コンペヤ,テーブルリフト,スタッカ

ークレーン,コンピュータなどが組弟､合わさったトータルシステム

となるので,イニシャルコストは高くなるが,次のような大きなメ

リットにより,ランニソグコストの低減が可能になる｡

① 敷地の有効利用

一定の収舘蒜二を確保するための敷地面前が在来の｢冷凍倉持+

に比べ,約6割の両統で建設でき,また,わが国初めてのダブル

り-チ式棚(たな)の採用により,rl｢√1勧化倉庫_lに比べても約8割

の血枇で娃設できるなど,敷地の有効利用ができる｡

(柱)ダブルリーチ式棚とはクレーンの両側の仰の奥側にも棚

を設けたもので,このたが)収容竜もjlえ,クレーン数も在

来の｢自動化倉柿+に比べると半分ですむ｡また‥1-1物の

移跡こついてもコンピュータプログラムの開発により,

手前肌 輿仰いずれのJ訂■物‾も｢二】動的にほし入れできる｡

こ壬･効 率 化

坪内作業員の取人化,事冶処柑の今月1化などによi),作業員1

人あたりの効率ほ約2倍の向ヒになる｡また.肘勺には入J市エリ

7を設け,人件された■耶勿は一時的に入樺エリアに されたの

ち,矧とfJなど作業員の作業帖｢昌一日外にコンピュータが自動的に所定

の棚に移勅させる｡このため,クレーンやコンベヤなどがrF芙時

間内は有効に利用でき,短時間に大二昆のl一別勿を入庫できる｡同じ

く,L[lnに近い場所には出蹟エリアを設け,Hl埴される予定の品

物は作業時例外に｢1軌的に出埴エリアに移動されるため,出雑作

業が短時間ですむ｡

④ マイナカ化による人件空_皆の低拭

省力化によって,ランニソグ･コストの大きな比範を占める人

件払うこ安くつく｡.

以上のようなことにより,経済性宅ご一般のと冷凍倉蹄+と比較す

ると,約4～5年でl‾K･H自動化冷淡倉郎jのほうが上まわる計罪

になる｡
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■高精度110度ブラックマトリックス

カラーブラウン管の量産を可能に

-特殊補正レンズで色ずれ解消に成功一

日立製作所では,カラーテレビ用ブラウソ管の画面周辺部の色ず

れを根本的に解決する新技術を開発,これによi),従来困難とされ

ていた110度偏向カラーブラウン管をブラックマトリックス化して

量産することを,世界で初めて可能とした｡)

(荘)ブラックマトリックス方式･‥…けい光体ドットを小さくし

て,その隙間を黒色で埋めて明るさ,コントラストを良く

したけい光膜｡

この新技術ほ,けい光体ドットを露光する際に使用する補正レン
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ズの画期的な改良により,けい光体ドットの位置を電子ビームと正

確に一致させることで周辺部の色ずれを完全に解消,これまでにな

かった高精度のカラーブラウン管の量産を可台巨としたものである｡

カラーブラウソ管の110度偏向化に伴なう問題ほいろいろあった

が,なかでも最もやっかいとされるものほ,両面周辺き糾こおける色

ずれ(ランデイソグエラー)の問題であった｡

色ずれの原矧′ま,本来,画面上で正三角形であるべき電子ビーム

トリオが,偏向電力が110度のよう己･こ大きくなると,3本の電子ビ

ームを集中させるコンパーゼンス磁界の影繁を受けてくずれてしま

うからであった.っ これを解決するのに,従来ほ偏向ヨークの改良,

電子銃配列の研究などがなされていた｡

これに対し日立製作所でほ,補正レンズの改良によってこれらの

問題を一挙に解決したものである｡

けい光体ドットの配置ほ,けい光体を露光塗布する工程で使用す

る補正レンズの仕様によってきまるこ.従来の補正レンズは,一般に

は表面が連続した特殊抑面であり,この曲面ほ光の軌跡と電子ビー

ムの軌跡とをできるだけ合わせるように設計されているが,表面が

連続而であるため色ずれの補正にほ限界があり,このため画面の一

部に補正しきれない残籍エラーがあったこ,

今回開発した補正レンズは表面が不連続であり,数百の部分に分

割し,それぞれの部分が適当な慣斜角を備えているため,電子ビー

ムの軌跡と一致した位置にけい光体ドットを配置できるような角度

トユ㌫

紬 心 竿二⑳

イ.‾端

画由の左右端部

図2 電子ビームドッllトリオの状況

となっている｡

この憤斜面ほ,電子計算楼によって精密に計算されたものである｡

新しい補正レンズ使用によるメリット

①両面の中心部でほもちろん,周辺部における色ずれi･まほとんど

完全に解消できる.二)つまり画面全体において,電子ビームとけい光

体ドットほぴったF)と一致して,高い色純度および白色均一性のよ

い高画質の映像が得らjtる｡② これまで,110度偏向ではきわ〆)

て困難とされていたブラックマトリックス方式も,容易に量産でき

る見通しとなった｡③ この100度偏向カラープラウソ管を倣うテ

レビ回路のほうは,これまでの90度偏向のものを小変更するだけ

で容易に使用でき,役雑な付加回路を必要としない｡④ この新技

術を90度偏向カラーブラウン管に適用すると,これまでにほ見られ

なかった高画質が得られる｡

本技術に関する基本特許は,アメリカにおいては昨年12月登録

が確定し,さらに多数の関連特許を国内および海外に出願ずみで

ある｡

この方式の110度偏向管は20形で量産し,引き絞いて18形,16

形も生産する予定である｡これらプラウソ管のネック径ほ,いずれ

も29mm(従来の90度偏向管は36.5mm)のナローネックで,偏

向電力の低減を因っている｡

なお,本年3月アメリカにおいて開かれるIEEE Showに本製品

を出品する｡

点線は従来のけい

光体トノト叫立道

電子ビーム

＼､＼実線は新しいけし･

光休ト′卜叫立置
◎デ感
画面の上下;7∴結呂

図3 ランディング補正状況

従来の補正レンズ 新しい補正ンンズ

■ガスタービン12台をプエルトリコから受注

日立製作所で古･ま,西インド諸島のプエルトリコ水力資源局からガ

スターピソ発電プラント12台を受注,このほど契約調印した｡

プエルトリコは,カリブ海に位置し避寒地として多くの観光客を

集めている｡同島･水力資源局では,島内の電力需要の急速な増加

に対処するため,全プラントの早期納入を強く要望していた｡

日立製作所ではこの要望にこたえて,12台のガスタービンプラン

トを全部本年5月までに出荷することとした｡

本プラントは単概容量23,250kWの屋外パッケージ形で,2台ず

つ組み合わせ46,500kWパワーブロック･6セットの構成となり島
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図4 露光台の配置

園5 補正レンズの比較

図6 プエルトリコへ納入されるものと同じ

パワーブロック形ガスタービン
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内4地点に設置され合計U_l力279,000kWとなる.｡

ガスタービンほ,急速起動停止が可能なためピーク負荷用として

最適であるうえ,公害の面でも有利なので注目を集めている｡

日立隼竺作所は,昭和41年ガスタービン発電機第1号機を納入して

以来,現在までに国の内外から80余台の受注実績をもっているが,

12台もの大量受注は今回が初めてである｡

■アメリカ向けポンプ用大容量立形誘導電動機

日立聾竺作所は,椚和46年度,7メリカ向けポンプ用大容量立形誘

導電動機として,表】iこ示すような原子力発電所納め循環水ポンプ

用電動機,揚水発電所納めG/M起動用電動機などを製作納入した｡

このうち,LUDINGTON発電所納め24,500HP誘導電動機は,世

界｢伽こ記録的な大容量機である｡これらの誘導電動機のおもな特

ま
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コイノレの絶縁は,信頼性の高い"HIPACT絶縁”

かご形電動機ほ,二重かご形方式

スラストベアリングは,艮年研究を続けている日立独口のセ

グメンタルベアリソグ

などにあi),加えて,きびしい品質管理のもとに製作されており,

高品質,高信敵性が保証されている｡

表1 昭和46年度アメリカ向けポソプ用大容量立形誘導電動棟納入実績(1,000IiP以上)

顧 客

LUDINGTON

GILBOAS

SMUD

SMOD

TVA

TVA

名 l 台 数
出 力 電 圧
(HP) (Ⅴ)

り8,300kW)

24,500

22,000

3,000

3,500

1,200

1,250

ノ苛r濃)数!同
期 速 度
(V)

形 式

VEFFf‡0-KIく

VEFBo-KK

VEFLoA-KK

VEFLoU-KK

VEFLoU-KK

VEFLo-KK

用 途

WT/P

WT/P

PUMP

PUMP

PUMP

PUMP

■一班/A北ラジオ付き

カセットレコーダTR正一1240発売

日立製作所では,カセットテープレコーダの機種充実を図るため,

オートアラーム,オートストリブ横柄を揺用したFM/AMラジオ付

きTRK-1240を発売した｡

損近ほカセットテープレコーダに対して,ラジオが組み込まれて

いるコンビネーションタイプ,またテープが巻き終るとブザーが鳴

り(オートアラーム),同帖にメカニズムが解除する(オートストソ

プ)などの多機能化が強く要求されている｡R〕上製作所ではこうし

た需要に対処するためTRK-1240を発売するものである｡

お も な特長

①FM/AMラジオ付き,向｢時録音可能:高感度FM/AM2パン

ドランオ什きである1+またラジオを聞きながら同時に録音できるほ

か,ラジオからの音波などの録音をしながらマイクにより自分の声

などを同時に録音することができる｡④オートアラーム,オート

ストップ横柄採用:再〈1三および録音時に,テープが巻き終ると同時

にブザーが鳴り(オートアラーム),メカニズムが解除(オートスト

ップ)するオートアラーム,オートストップ機構を採用しているた

■テープデッキTRQ-775D,TRQ-744D発売

日立製作所では,テープデッキの機種充実を図るため,オートリ

ピート機構を採用した7号テープデッキTQR-775Dと,4チャンネ

ル再生ステレオテープデッキTRQ-744Dの2接種を発売した｡

FMステレオ放送網の拡大と音楽フアンの急増により,オーディ

オ機器の一つであるテープデッキほ最近特に注目を集めている｡日

め,振作が簡単である｡③ ワイヤレスマイク使用可能:付属のマ

イクのはか別売りのワイヤレスマイク(NWM-101,4,900円)を使

用すれば遠方(100m)からの青もそのまま録音でき,録音の種頸

によりマイクを使い分けることができる｡④IC3佃使用:回路設

計はICを3個採用し,複雑になりがちな回路を整理したので,信

煩度が向上した｡また電子頭脳〈レベルマチック〉を採用している

ため,録音時のやっかいなレベル調整が簡単にできる`｡⑤ 2ウェ

イ電拡ミ方式:尾内では電

芸慧三三…三●浣:三亡■■言霊
胤㌔源方式を揺絹しているの

で,電源の使い分けがで

きる｡

価 格

オ▲-ト･アラーム･ス

トップ揺用

FM/AMラジオ付きカ

セットレコーダ

TRK-12402万1,800円

囲7 日立FM/AMラジオ付き
カセット レコーダTRK【1240

立製作所でほ,こうした需要に対処するため,往復録音,連続再生

が可能なオートリピート棟構の｢TRQ-775D+,4チャンネル用ヘ

ッドと前後左右専用アンプを内蔵した4チャンネル再/巨ができる

｢TRQ-744D+を発売した｡

オートリピート横横付き7号テープデッキTRQ-775Dの特長

①オートリピート棟構採用:テープの始めと終りにセソシソグ

テープをほっておけば録音時には往復録音が自動的に行なわれ,再
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生時には連続再生が自動的に行なわれるオートリピート機構を採用

している｡②大形4極,8極ヒステリシス･シンクロナス･モー

タ採用:TRQ-775D用に特に新開発した高性能モータを使用して

いる｡19cm/s時にほ4極ヒステリシス･シソクロナス｡モーター

が,9.5cm/s時には8極が作動する振動が少ない合理的な新設計で

ある｡ワウフラッタ0.09%(WRMS)を実現した｡③イージーロ

ーデイソグ機構採用:TRQ-740D,735Dで好評を得ているヘッ

ドカバーに特殊設計を施したテープセッティング方式により,テー

プの取り扱いが簡単である｡④増幅回路部をオールIC化:増幅回

路部には片チャンネル3個のICを使用,合計6偶のICを依ってお

り,トランジスタはまったく使用していない｡接続個所が大中副こ減

少したため,信顕度,寿命がいっそう向上した｡⑤ ローノイズ,ス

タンダードテープ切換えセレクタ付きである｡⑥ノイズフィルタ,

4けたテープカウンタ付きである｡⑦ヘッドホン端子,テープ･

シャツト･オフ機構付きである｡

4チャンネル再生ステレオテープデッキTRQ-744Dの特長

① 4チャンネル再生可能:4チャンネル用ヘッドと前後左右の

専用アンプを内蔵,広帯域再生が可能である｡さらに従来の2チャ

ンネルの録音,再生もできる｡⑦回路部にICと低雑音シリコント

ランジスタを採用:日立製作所が,TRQ-744Dのために牛如こ新開発

したICと低雑音トランジスタを使用し,ノイズ,SN比を大幅に改

善した｡③ノイズフィルタ,4けたテープカウンタ付きである｡

④ ローノイズ,スタンダードテープ切換えセレクタ付きである｡

⑤前後左右それぞれ独立VUのメータ付きである｡⑥TRQ-

775D同様のテープ･シャツト･オフ椀構がついている｡⑦ヘッド

ホン端子,テープ･シャツト･オフ機構付きである｡

価 格

TRQ-775D

TRQ-744D

5万9,800円

7万9,800円

図8 オーートリピート機構付き

7号テープデッキTRQ-775D

図9 4チャンネル再生ステレオ

テープデッキTRQ-744D

‥‥‥編集後記･…‥

家庭電気.石はどに大量に使用さヌ1ているくまとり極単相誘導電動

掛ま,構造は簡単であるが,技術的に興味のある問題を多く有して

いるので,これまでi･こ種々の研究が行なわれている｡くまとり掻電

動機を改良したリラクタンス(磁気抵抗)増加くまとり粒電動機は,

回転子と磁極間の空げき長が一様でなく,磁極に段をつけたため空

げき長が不均衡i･こなっているのが特長である｡

｢くまとり極電動接の広空げき部の影響学+では,教程頸の試験棟

で特性および磁束を測定した結果,広空げき部を設けると始動トル

クをはじめ加速過鎚のトルクが全般に向上する傾向がある,と詳報

されている.｡

◎

複数台の工rF寺幾を1台の計算放で制御す

人化工場実現の基礎技術として重要なものである｡

システムほ,無

日立製作所にお

いても数年前から計算故制御技術,数値制御技術を結集して経済的,

かつ高信煩度のシステムが研究されてきた｡ これらの研究をもと

に,日立群管理システム"HIDAM MASTER”が完成した｡

｢工作棟群管理システム+では,日立群管理システムの基本構想,

HIDAM MASTERのノ､-ドゥエアおよびソフトウエアなどの研究

成果を述べている｡近年,労働力不足の傾向に伴い,無人化工場の

実現が期待されている折,ご参考になれば幸いである｡

◎

現在の計算機業界はきたるべき自由化をひかえて,依然として放

しい外国企業との競争,田内企業の再編成問題など非常に困鰐な時

期にある｡計算棟業界の一メーカーとして日立嬰糾1i所でも,幾多の

研究が重ねられ 数々の技術･畢生｢7】-1が開発されてきた｡

本号は,日立製作所iこおける電子計‡‡楼技術陣の研究成果を｢超

高性能電子計罪椒+ほか5編をもって｢大形電子計与7二願特集+とし

てとりまとめた｡通商産業省工業技術院から研究開発の委託を受け

た超高性能電十計節機の開発経過ならびに成果の幌要,日本電信電

話公社がとりまとめで日本電気株式会社,古土泡株式会社,日立製

作所3祉が参加して,共同開発したDIPS-1システム(/､-ドゥエ

アおよびソフトウエア)の概要,HITAC8700システム(ハードウ

エアおよびオペレーテイングシステム)たどを収録しており,時宜
を得た論文集といえよう｡

◎

巻頭を飾る一家一言らんには,京都大学工学部教授工学博士情

報処理学会会長打テ野武氏より｢ケチ+と享超し,計節機の効率よい

利用方法の困難さを述べられ,計節機の適切な利用はケチと浪星空の

中間にあろうと説かれたま稿をちょうだいした｡

ご繁用中にもかかわらず本誌のために,特に砧を草されたご好意

に対し,心から厚くお礼を申しあげる次第である｡
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